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１．はじめに 

近年，日常的なインターネットの利用に伴い，Googleマップや Yahoo!地図を始めとしたWEB地図を利用す

る場面が多く，これらは利用者に馴染みのあるサービスとして存在する．WEB地図に防災情報を与えて公開し

ている自治体もあり，その利用はウェブ上でいつでも防災情報を見ることが可能であることを目的とするもの

が多い．ここでは，Googleマップのサービスを利用して防災情報を発信する方法として，インタラクティブな

ウェブサイトを作成するのに有効的である Adobe Flash（以下、Flashと略す．）を採用することで，利用者によ

り柔軟的かつ直感的な理解を得られるサイトの作成を目指した結果を勝浦町における作成事例と共に報告する． 

 

２．各種機能 

 Googleからは開発者向けのWebサービ

ス と し て 様 々 な API （ Application 

Programming Interface）を提供しており，

本システムには Flash 上で Google マップ

のサービスを利用するための Google 

Maps API for Flashを用いている．今回作

成したマップに利用した API による各種

機能一覧を表-1に示す．Googleからは多

機能なサービスが提供されており，これら

を組み合わせることで利用価値の高いウ

ェブサイトの作成が可能となる． 

 Flash は画面上のオブジェクトの動作を

Action Scriptで制御しており，ユーザー・

インターフェースを自由に作成すること

ができるのが特徴である．そのため，利用

者に馴染みのある Googleマップの使用感

を維持したまま，ストレスの少ないサイト

を提供することができる．表-2に「WEB

版勝浦町洪水防災マップ」（以下，勝浦町

マップと略す．）に実装した機能の一覧を，

図-1に同サイトの画面を示す． 

 レイアウトは画面の中央部に Googleマ

ップを設置し，各種機能を左右に設置し，

利用者に柔軟的かつ直感的に使用できる

よう配慮した．利用者は自宅近辺の浸水状

況や土砂災害（土石流，斜面崩壊，地滑り）

の危険情報を知ることができ，最寄りの避

難所の詳細な情報と合わせて，距離を計測
図-1 WEB 版勝浦町洪水防災マップ 

表-1  Google Maps API for Flash から利用したサービス一覧 

利用した機能 説明
地図の表示 住宅地図、航空写真、ハイブリッド表示、地形情報
マーカーの表示 任意の地点にマーカーを設置し各種情報を与えて表示
画像の表示 任意の場所に画像を設置し、オーバーレイとして利用
地点詳細 任意の座標を取得（WGS84）
住所検索 座標から住所を取得（ジオコーディング）
地点検索 住所から座標を取得（リバース・ジオコーディング）
標高取得 座標から標高を取得
距離計測 2地点の座標からその間の距離を計測
ルート検索 2地点の座標からその間の経路を取得

表-2 WEB 版防災マップへの実装機能例 

機能 説明

地域選択
地図のイラストをクリックして任意の場所を地図表示する。
リストから選んで任意の場所を地図表示する。

表示形式の切り替え Gooleマップの表示（住宅地図、航空写真などの切り替え）

避難所の一覧
避難所をリスト化して表示。選択してその場所の地図を表示。
また避難所の詳細を同時に表示し、写真をクリックすることで大
きい写真を表示する。

災害情報の表示
浸水エリア、土砂災害エリア等をGoogleマップ上にオーバーレイ
として表示。これらの情報は同時に表示することが可能。

凡例の表示
災害情報の表示の切り替えに連動して、凡例を表示する。
凡例内には被害に関しての詳細な情報も表示可能。

緊急連絡先 より重要な緊急連絡先をトップ画面に表示。
我が家の防災マップ作
成支援

任意の場所の地図を印刷できるため、避難所、距離計測と合わ
せて印刷することで我が家の防災マップを印刷可能。

防災ワンポイント
事前に知っておきたい詳細な情報を本をめくるアクションで直感
的に操作することが可能。

防災マップダウンロード
すでに公開されている紙面をPDF化した防災マップをダウンロー
ドすることが可能。
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することもできる．防災マップは紙媒体を地域住民へ

配布するケースが多いが，Googleマップ等の Web地

図のサービスと組み合わせることで勝浦町役場のホ

ームページからいつでも防災情報を得ることが可能

となる． 

また Google からは標高の情報も提供されているた

め，これを応用することで図-2 のように横断図を描

画することも可能である．浸水災害は標高の低い場所

に集中して被害をもたらす傾向があるため，その情報

を知ることで利用者の危険意識向上を促せる． 

 防災は利用者への被害想定の情報だけでなく，被災

時にどのような状況になるか，避難する際の注意点等

の有事の際に事前に知っておくべき情報が数多くある．これらにつ

いても同サイト内で情報を得ることができるよう，防災ワンポイン

トとして様々な情報を集約して設置した．これは図-3のように本を

めくるような感覚で情報を得ることができるようにしている． 

 防災マップは配布する際に地域全体を網羅する必要があるため，

A1 等の大版の紙媒体として配布されることが多い．配布物は目的

地以外の情報量が多く，紛失のリスク，印刷に膨大な費用が発生す

る等の問題が考えられる．そこで図-4のように我が家の防災マップ

として，任意の場所をいつでも A4サイズで印刷できるようにした．

これにより自主防災組織や学校防災教育で活用することもでき，地

域住民独自の利活用による二次的な効果も期待できる． 

 

３．まとめ 

 今回の報告では，Googleマップを利用した防災マップの有効的な

活用を勝浦町マップの事例を交えて報告した．これらの技術を活用

して防災分野だけでなく，重要な生態系の情報発信や，情報量が豊

富な観光マップの作成等，様々な情報発信ツールとして極めて高い

ポテンシャルを有していることが示唆される． 

Google を始めとした Web の技術は日々進化し続けており，それ

に連動して多種多様な利用方法が生まれている．その中で住民の生

活圏内の防災や環境の情報を効率的に知る術が限られているのが

現状であり，ソフト対策として積極的に展開していく価値は高いと

言える．  

 今後は，現状で実装していないような新たな機能を開発し，より

利用価値の高いサイトの構築と，防災だけでなく環境，観光等の多

分野への導入を展開していく． 
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図-2 Google のサービスを利用した横断図の描画 

図-3 防災ワンポイントの表示 

図-4 我が家の防災マップの印刷 
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